
（別記） 

令和８年度大月市地域農業再生協議会水田収益力強化ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

（１）現状 

大月市の農業は、典型的な山間地農業であり、生産性の低い傾斜農地や小規模農 

地が大部分を占めている。作付の大部分が自家消費を目的とした水稲を基幹とし、他

の農地は畑や田を区別せず、野菜や花き・果樹などの生産にも利用されている。 

   水稲以外の作物としては、転作田における大豆、小麦等の戦略作物、ダイコン、ネ

ギ類、白菜、バレイショ等の蔬菜類、コマツナ等の軟弱野菜、鑑賞用の花き類等が栽

培されている。 

また、水田の有効利用を図るため、景観形成作物や戦略作物の作付に取り組んでい

るものの、市内ほぼ全てが中山間地域という条件不利地であり、調整水田や自己保全

管理などの不作付地が依然として残っている。 

（２）課題 

農業者の高齢化及び農業人口減少による後継者不足の深刻化の影響で、耕作放棄地

等の遊休農地が増加し、それに対応するため認定農業者や新規就農者等の育成をはじ

めとした担い手の確保が最重要課題となっている。 

しかしながら、市内農地においては営農を目的とした農業を行うには条件が悪く、

課題の解決には、農地面積あたりの単収の増加、農地の集積・集約化等を検討する必

要がある。 

さらに、耕作放棄地等の遊休農地の増加に伴い、有害鳥獣による農作物被害の発生

を問題視しており、市内全域において早急な対策を講じる必要がある。 

   一方で、地理的に首都圏からのアクセスが良いため、観光面から収益力の向上及び

経営の安定化を図るよう検討する必要がある。 

 

２ 高収益作物の導入や転作作物等の付加価値の向上等による収益力 
強化に向けた産地としての取組方針・目標 

 

上述のとおり典型的な山間地農業であり、傾斜農地や小規模農地であることから、農地

の集積・集約化の検討と併せて、ＪＡ及び普及センターとの連携により単収の向上を図り

たい。特に、大豆については、山梨県や生産団体との提携により、ニーズに応える品質の

確保を図るとともに、生産団体の収益向上を後押しする。 

 

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

 

麦・大豆等の畑作物は水稲に次ぐ基幹農作物ではあるものの、総体的には水稲の生産が

主体であることから、現時点では、畑地化は推進しない。 

 

 

 



４ 作物ごとの取組方針等  

 

（１）主食用米 

ア 市内の主食用米生産者がほぼ自家消費農家なので、生産数量目標を超えることの

ない作付面積を確保するとともに、土壌に応じた基肥の施用、田植えの適切な時期

の確認、適正な植栽密度の保持等により、安定した収量の確保及び生産体制の維持

を目標とする。 

 

  イ 酒造好適米 

    地元の実需者（酒造メーカー）から一定の需要が見込まれ、水田フル活用による

不作付地の発生防止にも有効であることから、農業者の意向、需要者ニーズ等を見

極めつつ、生産を検討する。その際には、産地としての信頼性の向上、安定的かつ

効率的な取組みとするため、需要度の高い品種の作付を推進する。 

 

（２）備蓄米 

 

（３）非主食用米 

   加工用米及び新規需要米については、現在市内では生産されていない。 

今後は、農業者の意向、需要者ニーズ等を見極めつつ、生産を検討する。 

それに伴い、産地交付金等を活用し支援を行う。 

 

（４）麦、大豆、飼料作物 

麦、大豆は、水稲に次ぐ基幹作物であり、特に、大豆については一部生産者団体に

おいて積極的に栽培がされ、納豆として加工し、一定の評価を受けている。今後も、

作付については現状を維持するとともに、生産者の意向及び需要者ニーズを注視し、

必要に応じて支援を検討する。 

 

（５）そば、なたね 

そば・なたねは、自家消費農業者はいるものの、大規模に生産している農業者、生

産団体等はいない。今後の需要動向を注視しつつ、必要に応じて支援を検討する。 

 

（６）地力増進作物 

   

（７）高収益作物 

高収益作物に属する野菜については、多岐にわたる品目が生産されている。 

今後も、生産者の意向及び需要者ニーズを注視し、それぞれの実情に適した作物を

率先して生産できるよう支援を検討する。 

   薬用作物については、栽培技術の改良・確立が必要な段階ではあるが、中山間地域

や遊休地などの有効活用に役立つと見込まれることから、安定的な生産、販路確保等

の課題を整理しながら生産拡大を推進する。 

 

５ 作物ごとの作付予定面積等 ～ ８ 産地交付金の活用方法の明細  

別紙のとおり 
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５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）
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